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幌尻岳トッタベツ岳の圏谷群

写真中央が幌尻岳，右端の山はトッタベツ岳である。 A ， B , C は幌尻岳東圏谷を

形成している新期の閤谷である。新冠川に面しモレ-:/のループを残している。

Dは額平川源頭の闇谷壁の一部分である。

E は沼の圏谷である二つの閤谷に分れている。

左側の圏谷は幌尻岳からの崖錐によって半ばを埋められている。圏谷底にはながく

のびた，けんちょうなモレーン堤(側方氷堆石)がみとめられる。

Fは圏谷地形をしているが，氷堆石層は，ひじようにうすし、。したがって真の圏谷

かどうかは疑わしい。
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L万分の占地質図書幌尻岳(蛍II路一第 50 号〉

北海道立地下資源、調査所

北海道嘱託橋本誠一

北海道技師鈴木 守

同 小山内照

はしがき

幌尻岳図幅は昭和 26 年より 31 年にかけて行なった野外調査の結果を，さらに最近の調

査によって補正し，とりまとめたものである c

乙の図幅がはじめて調査された頃は，ごく小地域をのぞき，図幅地内には林内歩道，道

路はなく，地形の険悪なととと人家よりひじように遠いこととあいまって，調査の精度は

つよく制約されてた。しかし日高山脈西側の諸川が発電のために注目され，開発されてい

る今日では，状況は一変した c

昭和 34 年には，隣接イドシナザプ図幅調査の際，この図幅地域の一部は踏査され，ある

いは有用鉱物調査，あるいは発電工事にともなう地質調査によって，新しい事実がつぎつ

ぎと明らかになってきているのである c

この図幅調査にあたっては，ひじように多くの方々より援助と協力をうけている。なか

んずく日高研究グループの諸氏に負うところがおおい c 千呂露川流域は北海道立地下資源

調査所酒匂純俊技師に，額平川流域は北海道大学理学部地質学鉱物教室波辺)1慎修士の，そ

れぞれ援助をうけた。また，帯広市本名木材株式会社，北海道電力株式会社の現場の多く

の方々からは格別の御配慮をいただいた。厚く感謝する c

I 位置シよび交通

この図幅は北部日高山脈の国境山稜を一部にふくみ，その西方にひろがる山地をおお

う，北緯 42°40'~42° 50' 東経 142°30'~142ο45' の地域である合図幅内には日高山脈最高の
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第 1図位置図

幌尻iEがふくまれ，全域はみな険しい山地である。したがって，閃幅には村落がまったく

みられないが，発電工事のための道路は千百露川，汎平川，新冠川[こつけられており，自

動市の交通が可能で克る。

発電所の予定位買は，新冠川，プイラノンベツ川との合流付近で，ターム 1Y:~'iは新冠川上流

ベツピリガイ川合流付近である。

II :t由形

この閃幅地域の山地は，地形上の特ちょうがちがっている 2 つの山地と，それらの中間

に分布している凹地帝とから成りたっているつ

日高山地
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山地の 1 つは日高山脈であるごこれは粘j、反岩，チャート，輝~/~J~凝灰岩などから構成され

ている日高累)品群と，片麻岩， i京成岩類などから成りたっている c 山脈の主稜は深成岩，

片月半岩類の発達している地域と一致し，標高 1 ， 900 m~1， 800 m をしめす。この図幅地域

には，その主稜およびjLrWf\のー西斜 I百がふくまれている/南北に走る主稜より西(こ分岐する

いくつかの文脈は，主な河川の分水嶺となるもので，幌尻日(2 ， 052 m)，チロロ岳 (1 ， 870

m) などはこれら支脈上にある c 山形は急岐で，斜面は土方に凸，なお浸蝕の平衡状態に

ない c 主稜には， しばしば水蝕，蝕地形がみとめられる c

神居古漕山地

他の l つの山地は|宝if福地域の西杖を南北に走る高度 1 ， 000 m 台の比較的になだらかな地

形をしめしている c 糠平山 (1 ， 350 m) が主峯である。 この山地は図幅地域の北方で、は，

むしろ夕張山地の 1 系列となるもので，もIiH~岩，輝結凝灰岩および蛇紋岩より構成されて

いる ο この山地は西にやや急l岐，東にゆるく傾斜している

凹地帯

いまのべた 2 つの山地の中間の凹地帯は，白主系の分布域とまったく一致している c

主稜にその源をおき西に流れる諸河川は，円高山地地域では西あるいに西北にむかつて

縦谷をつくっているが，この凹地;firでは，北あるいは iIJに，ほとんど直角に流出をかえ典

形的な横谷をつくっているのであるごこの門地'li;;は，構成岩石の I:ll!い二つの rfJ地の同に位

目している軟弱な白主系が，河川の;三蝕によって容易におかされた結果によるものであ

る

これは河段丘の発達の程度主としても去わされている 口高山地内では，河段丘にはみ

るべきものがない これに対して，白主系地帯では，いちじるしく河段丘が発達しているつ

段丘は二段構造をつくっているつ高位のものは現河床より，プイラノンベツ川出会付近

で，比高 50m，低イ\r[のものは 35~40m をしめしている c

図幅地域の山地断面

凶幅地域付近一帯の日高山地の一般的*，f1~Zを検討するために，山地形を変成司?の一般走

向 lこ直交する垂直面に投影した(第 21'~i) c

投影~;S]は山地の沼地形をしめすために，主要な尾根すじによって作られている

図にあきらかなように，日高山地， tip居古浬山地および白世系分イIi地域は特徴的に区別

できる。

J中居古7草山地は東にゆるく傾き 700~900 m の凹地帯に連続する

H高山脈部は，これに対し，あきらかに地7[;(;0不連続性をしめしている。日高山地は凹

-3-



地帯に面して標高 1 ， 500m-東方で 1 ， 800 m の台地状断面をあらわしている。幌尻岳，ト

ッタベツ岳，千百露岳など主なる山岳は，この台地の上に山頂部を突出し，ちょうど残丘

のようになっている。

第 3 図 日高山脈北部での圏谷の分布

10K門

団i- ~ .::"i5#月喧谷

l("2量氷蝕守孔定噴~

いる場合がおおい。

水堆石のうち，新期のものは，

ふるい氷堆石を不整合的におお

って発達している。トヅグベヅ

岳圏谷では，新旧 2 つの圏谷壁

の境界が，かんらん岩と黒雲母

片麻岩の境界に一致しているつ

したがって，ふるい氷堆石は，

このような地形上の特徴は，日高山地の隆起以前の形態とみてよいであろう。しかし，

この地形面の形成時期については判っていなしコ。南部日高山脈の東斜面には，いわゆる下

部洪積段丘堆積物とされている砂疎層が，標高 400-500 m 付近まで発達し，段丘面の残

片をのこしているコまえにのべた台地地形は，この古期段丘面とは不連続的で，すくなく

とも，いわゆる“下部洪積段丘"形成以前の地形面の存在をしめすものであろう。

圏谷地形

幌尻岳付近には圏谷があり接しながら，数おおく発達している(第 3 図〉。これらのな

かで，もっとも標式的な発達を

しめしているのは，幌尻岳東圏

谷，沼の圏谷およびトザタベツ

岳の圏谷である ο

圏谷のおおくのものは二重氷

蝕地形，すなわち新旧二つの圏

谷壁と，それぞれに対応する氷

堆石をしめしている。新期の圏

谷壁は，ふるい圏谷壁の一角一

おおくは西北側一ーをえぐって

形成されていて，保存状態はよ

い。旧期圏谷壁はいちじるしく

崩れており，崖錐におおわれて
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片原j:岩類のみから構成されており，新時]の)]<..1'住石は，かんらん岩を主体lこしている。一般

に，ふるい水堆石は，新明のものよりも，低位置にも分布している。氷堆石の堆積原面の

下限は，旧舟iで 1 ， 300 ill，新閉で 1 ， 600 ill ほどであるコ

以上の諸点から， rn高山脈の氷期は 2 回，つまり旧閉をポロシリ水明，新期をトザタベ

ツ氷期とよぶのであるのこれらの水明は，水堆石属と河段丘の関係より， リス氷期，ワノレ

ム水明およびその亜氷拘jと考えられている 3 しかし， ウノレム氷期の亜;水期の可能性も論じ

られている。

III 地質

III.l 地質概説

l幌児岳図幅地域は，北海道の中軸を構成する第三紀の造山帯， FI 高変成市および神居古

漕構造;貯を区1~百の東西にふくらんでいるつしたがってこの地域はいちじるしく擾乱をう

け，複雑な摺曲構造や勇断あるいは断層帯が発達している。地層は互いに分離され，相互の

屑位的関係を決定することはむずかしいが，じて頁の第 4 図のようにしめすことができるつ

最下部を構成している日高泉層群は，下部から，おもに砂岩，粘板岩，チャートなと、か

らなりたっているイドンナップ届，ほとんど輝~*凝引く岩から構成されている岩清水層，お

よび，大部分が砂岩，粘仮岩から構成されている関係未詳日高累層群にわけることができ

るっそれら J れにも化石をみないので，地質時代は詳らかでない。しかし，今日の知識

をλ\」よると，日高累層群の地質時代は大部分ジェラ紀の堆積物と推定される。

白宝:系は下部エゾ層群と中部エゾ層群とに対比される地層をふくんでいる。下部エゾ層

群と日高累層群とは，断層で境いされており，直接の関係はわからなしユっ下部エゾ層群は

中部エゾ層群によって不整合におおわれているつこの図1隔地域には第三系は発達していな

いヘ第四系は洪積期の河段丘堆積物，氷成.bf~積物，および沖積層からなりたっている。

この図幅地域の地質は，ほぼ南北:こ平行して走るつぎの五つの構造単位に区分すること

ができるっすなわち，図幅地域の西側には神居古浬;fj¥が位置している。その東側に隣接し

て，摺曲した白主系よりなる地帯があるコさらに，その東側には日高構造が分布してい

る。日高構造帯は， 3 つの構造単位から構成されているつこれらは，日高西縁構造帯，日高

前探摺dJl帯および日高中軸変成帯とよばれ，それぞれ南北に走り平行に配列している。

それぞれの構造単位を構成している岩類の特徴はつぎのようであるつ

神居古漕構造叩:および日高前禄摺[HJ帯は，地向斜堆積物よりなりたっているが，スピラ
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時代 層 汗 |記号模式柱状図 層厚 m 岩質および層相

現河床i住積物 AI8;:O Z~i:~ ー σ。干oア t ーE了d、む。叫 . 粘土・砂・襖

第 崖錐堆積物 T 錯。 磯

四 氷期堆積物 Gd 鰐都知 機
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イト系の輝緑岩，正規型スピライトを介私しているとここには後期に形成された珂断， fp]

上;It}をしめす蛇紋岩が発達しているご蛇紋岩は，とくに，神居 Jf了涼構造 'i t1 ;i こいちじるしい j

日高西段構造 ;fW は，これ白 H~ 輝総岩の複合的近入帯であると

日高中軸変成 fi? は，この図 1隔地域においては， 1 つの大別棋な槻合近人体の7f~をつくっ

ている。 近入岩類のほとんどすべては，強烈な偏圧をうけ，再構成されている 片麻岩や

ミグマタイト類は，それらの近入岩体の中間に，市部から帯状に延びは l) りこんでセプタ

をつくっている c

III.2 堆積岩類

この地域の H~ 盤を構成している堆積岩類は日高京層群である。これは凶帽の広 l) 地域を

しめている。このほかに， fJZ 岩と断層，あるいは不整合関係で白主系が発達している

III.2.1 日高累層群

日高累層群は，この地域では，神成層群の上部に対比されるとノtiJえられるイドンナップ

屈と，空知!再群の下部に対比されるとおもわれる岩清水!首，および関係未詳の円高出居群

から構成されて l) るむこれらの各国からは，ラジ才ラリヤ以外の，時代を決定できるよう

な化石は発見されていないミしたがって地質時代は明らかではない(しかし，現在までの

ところ，その主体をなすものはジェラ系であろうと推論されて l) る

イドンナップ層

イドシナザプ居は，日高前問問 II\] 帯を構成しているものである「ほぼ NS の方向をしめ

し， I幅約 5km の信;此号、布をしている士同 j字は約 3 ， 000 m+ と推定される

この地層は，おもに，チャート， I沙Ef- 粘岩から構成され， Yf平対凝「ヅ"吉，石川岩をと

もなっている(枕状熔岩のふくまれる部分もまれではな L

チャートは，いちじるしく発達しているこ l 同厚は 20m から 200m ほどで，赤色のもの

が多いのつよく切断されている話三では，脱色され，白色を呈しているとこれはおそらく，

石見の再結!日の結果と考えられる p これらのチャートには，多訟のラジ玄ラリヤがふくま

れている c また新冠川と流[三ノ子叶 J しているものには， rV:iらかに“れんこん"とみられるも

ネ 日高黒田群は，ユゾ同 l!? の基、盤をつくっているとおもわれる地問についての名称であ

るっこれは上部より空知開 TIt ，神威層群，中ノ川層群に分類されている

イドンナップ|送 l~J Iii (1 961)17) 北海道 I j1~!!jl 地， fj;' の先エゾ!日昨(1 961) :北海道立地ド資源

調究報告 25 号1的参照

判この屑は，地賀図上では岩相ごとにわけて，ベつべつにして?金色しである。

チャート回 (Ke) ， f沙岩，粘板岩府 (Kd) ，輝緑凝灰岩間 (Ks) ，石灰岩 (Ls)
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のが発見された。チャート層はいちじるしく不規則な摺曲をしているつすなわち摺曲軸の

方向，傾斜は一定していない。

砂岩および粘板岩は，いろいろの幅の互層を形成して発達する。その互層部では，一般

に粘板岩を主とし砂岩を従としているつ粘恨岩のおおくには剥離両を生じ，あるいは片状

構造をしめしている。石灰石が介在することがおおいコ砂岩の大部分は中粒の珪質硬砂岩

であるつ砂粒は，一般に角ばっており，石英，斜長石，チャートが大半をしめしている。

ほかに，少量ではあるが，砕屑岩片としてスピライト質岩石，粘版岩，和i砂岩など，鉱物

片として少量の単斜輝石や微斜長石などがみとめられる。

輝緑凝灰岩は，額平川流域からプイラノレペヅ川流域にかけての地域に発達している。こ

の岩石は，一般に，集塊岩質の岩相をしめしており，赤色チャートに漸移するものがみと

められる。また，プイラノレベツ川下流では，石灰岩レシズをふくんでいる。

なお，プイラノレベツ川下流地域には，イドンナップ層の上部が露出しているものと考え

られる。すなわち，この付近の岩相は，イドンナップ図幅地域に発達している岩清水層の

下位に連続する部分と，岩質的にきわめてよくにている。なかで、も特徴となるものは，緑

色を呈する頁岩あるいは粘仮岩の発達している点であるつまた，ここで粘板岩と緑色チャ

ート層が 5cm 内外の幅で互層しているつこれら互層部層の聞には，まえにのべた赤色チ

ャートや輝緑凝氏岩が発達している。枕状熔岩の介在する部分は，このような輝緑凝灰岩

の発達する層準である。

この地層は，全般に，きわめて複雑な摺曲構造をしめしているョさらに，走向方向の男

断帯やそれを切る東西方向や断層が数多く発達しているために， くわしい層序はまだ確立

されてはし 3ない。

岩清水層との関係は，この図幅地域ではあきらかではない。

岩清水層

岩清水層は，おもに図幅の西南隅の宿主別川からその北方のシェドニ川にかけての地域

に分布しているつシュドニ川流域に分布しているものは，全般的にいちじるしく破砕され

ており，そのため，緑色岩の大部分は，片状化され，さらに粘土化している部分がおおい。

露出は良好な状態ではないが，この地層の大部分は集塊岩の輝禄凝灰岩質岩石から構成さ

れているっ枕状構造をしめすスピライト質岩石もかなりふくまれているようである。しか

料この地層も，イドンナップ層と同様に，構成層を，輝緑凝灰岩間 (58) と砂岩，粘板岩

層 (5d) の各部層にわけで，塗色してある。
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第 5 図集塊岩質輝緑凝灰岩

シュドニ )111荒域

し，一般に，その岩質や原構造を明らかに

することは，ひじようにむずかしいろ宿主

別川流域には，集塊質の)嘩緑凝灰岩が発達

しており，この聞に，叩少岩，粘限岩などの

薄層が介{f しているつこのほかに，図幅地

域の北部の千日露川流域には，白主系と日

高前禄構造帯との問に， 300m 前後の幅を

しめて，ナャートの:専属をはさむ砂岩，頁

岩の互!首が発達している ο この互層部は，

前縁構造情を構成している永田粒輝緑岩を構

造上整合的におおっているのこの地層と自主系とは断層で接しているつ岩清水回は，いち

じるしく擾乱されているために，その層厚，および層序は明らかでないっしかし，南に隣

接するイドンナップ図l隔地域の資料でほ，少なくとも層厚1，500 m十はあるものと推定さ

れているつ

関係未詳日高票層群

この地層は，図幅地域の北西端部， -)陳平山一市 Iこ発達しているコこの地層は，大局的に

ほ棟平山を中心とし北に開いたベイズン状の構造をしめしているつしかし，その内部の構

造はひじように錯雑しているっ糠平山南方の額平川にそって発達している地層は，ベイズ

ン構造の周球部に当たっているが，蛇紋岩の近入する帯によって中心部のものから分断さ

れている 3 それぞれを構成する物質には，かなりの相違点がみとめられるっすなわち，北

部，糠平山j司禄の岩相はほとんど砂岩，粘恨岩のみからなりたっているのに対し，南部，

額、平川流域の岩相は，輝緑凝灰岩，石氏岩，チャートなどをはさんでいるつまた，これら

2 つのものに共通している粘板岩にも，岩質上かなりの相違点がみとめられる。南部地域

では，黒色粘ほ岩のなかに，結色を呈する岩質部が介在しているつこのような岩質は，北

部にはみとめられないっしかし，両者に発達している砂岩は，ともに珪質国砂岩であまり

違いはないっ

額平川にそって発達する関係未詳日高泉層群は，岩質ヒプイラノレベツ川下流地域のイド

この地問は従来，糠平層とよばれてきている。 Lかし，ここで、は，関係未詳日高累層群

としてとり扱ったっ

この地闘も，構成層を，砂岩，粘版岩層 (Hd) と輝緑凝灰岩層 (Hs) にわけ，さらに

この内部にふくまれている岩相をわけて，ベつべつに塗色しである。

- 9 ー



ンナップ層とひじようにょくにている。一方，あとにのべる白宝系の構造から判断する

と，この地層および白主系を切る東西性の断層によって，階段状に，北側ほど下郎層があ

らわれている。これらは，関係未詳日高県層群のうち南側の地層は，イドシナザプ層のと

部層 lと対比される可能性のあることをしめしている。したがって，蛇紋岩'iWの内側に分布

しているものは，イドシナップ層の下部国あるし〉はさらに下位の屑準になる可能性があ

る c しかしながら，現在この地層はベイズン状の構造をあらわしている c この不調和は将

来の問題として残されるが，蛇紋岩の近入前後の劃に関係する 2次的な変位によるもの

ではなかろうかと，推定される。

III.2.2 白霊系

この図幅地域の白望系は，出!子 !~sr にも構造的[こも市に隣接するイドユ/ナップ凶|隔地域の

ものの延長である。

!語序はつぎのようにほ分される。

(カこ/ゴシナイ沢居

中部エゾ!首群!新冠JIl l再

l 額平川!邑

(双珠別川田
下部エゾ!昌軒、一一一一一一

l 三石川居

日高累層群とエゾ層群との直接関係は，断層によってたち切られており，あきらかでな

い。下部エプ層群と中部エブ層群とは，あきらかな不整合関係をしめしている

下部ヱゾ層群

下部エゾ層群は，居住 iによって，粗粒の堆積物を主体とする三石川固と，それよりやや

細粒の堆積物からなる双珠別川層の 2 層に区分される。下部エゾ回群は，視向斜の両翼;お

に分布しているが，対称的な発達は示していない c 一般に東翼部は，両翼部より!よしユ分布

をあらわしている c

三石川層 ell)

この地!首は千日 11~ 川本流域にかさって露出している

千呂露川では，構造的[こ近転傾斜した岩清水同と， !I国傾斜を示す下部エゾ層群とが断 111

で接している c

三石川屑は同氏の発達がけんちょでなく，走向，傾斜は l円らかでないハただ上位同の構

造からみると，ほぼ NS 出の走向と， 60 ミ ~80C'W の傾斜をしめしているようである。

三石川同は，陳岩および砂岩で成 Jf;されて p る。
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棟岩は，拳大以下の角陳・亜円礁を多量にふくみ，その間隙を陪灰色の粗粒砂岩が充填

しているつしたがって，いちじるしく牒質ある。疎種には，粘K(岩，頁岩，砂岩，チャー

?などのほか，輝禄岩などの禄色岩礁がみとめられると

砂岩は， 11(1:i売色 m粒のもので，石見位が肉眼的にみとめられる。 崎支に H>i 状の産状しめ

している。

下部は、机の忠い[喋岩で構成されており塊状の産 jえをしめしている η またと部は，以

j犬、担 i粒砂岩で構成されている。

下部居は，約 60 m, J::1'~ i3 1\¥1 は 80m の厚さを，それぞれしめしている

双珠別川層 (lz)

この地隠は千呂長川本流域のほか，額平川文流のぺ〉ノケユクノレペシェペ沢，額平川本

流， 1行主~!， 0iJ川などに，わだかに三イ百がみとめられるっこの閃幅域では， 千呂昆川本流を模

式的発注 i也としている

千日露川の Jf~Uj では， ドイ立の三石川同より整合的に漸移しているつしたがって，頁岩を

介出し始める fおかから上位を，この地周とした p

ヌ~.f~(別川!時は，一般に NS 性の走|司と， 60 ニ ~85 コ E，または W の傾斜をしめしている。

しかし，かなり !?5 断， (~え昨をうけており，走 II'D ，傾斜の錯乱する地域がおおいご

/)珠別川層は，市岡、社~中村砂岩と頁岩の互)爵および頁岩で構成されているつ

模式的に発達する千日左右 J [f 本流では， jii~ たで砂のラミナの発達した頁岩を主体とする部

云，頁岩にとむ~~互層部，砂岩にとむ互同部などが， くり返し露出している(大まかにみ

ると，下部には互屑 j、日がおおく，上 iEil はラミナにとむ厚い頁岩相である

一方，ぺシケユクノレペシェぺ沢上流では，破砕された頁岩を主体とし，細粒砂岩の薄屈

が挟入されているつまた，相、平川本流では ， Jn71~ され，片 J宝而の主じた黒びかりのする頁

岩相と，砂岩，頁岩の互!凶作 lがみとめられるっ頁岩十日中には，砂岩を介夜しているが，そ

れらは閃丹、なく圧砕されレンズ状となっているこ互!首相は， !qj 犬同盟をわりあいにのこし

ており，やや頁岩にとんだ;専互 Iff} である τ 宿主別川では，砂岩の薄!再を介在する頁岩層が

主体であるへそれぞれの地域のものは，どこでも中部エゾ屑昨によって不整合におおわ

れ， したがって下却エソ . }~tf 群にふくまれることができる(しかし，それぞれの地域の相互

関係は明らかでなく， したがって!時半もたしかで:はないっ

もっとも模式的に発達する千呂露川では， 400m 以， 1-: の厚さに達しているが，ほかの地

域では 100m 以下しか露出していない。

中部エゾ層群
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中部エゾ層群は，層相から， 2 分することができる。下部の額平川層は，粗粒堆積物に

とみ，層相の変化がいちじるしい地層である。また上部の新冠川層は，粗粒の堆積物を主

体とし，層相の変也が少ない厚層である。これらの 2 つの地層には，特徴的に凝灰岩がし

ばしば介在している。また，下部エゾ層群でみとめられなかった Ammonite Inoceramω

などの載物化石を産出する c

額平川層 (M!)

この地層は向斜の両翼部にほぼ対称、的に分布しており，模式的には，額平川流域に露出

o 10 20m
』圃圃圃圃田園 a

園料よぴ砂岩

閣時(砂岩をはざむ)

認潤輝緑岩・輝級定庇岩

している。

額平川層は下位の

双珠別川層と，ひじ

ように緩い角度の斜

行不整合的関係をも

っている c 不整合商

には基底疎岩が発達

し，局部的には下位

層とあきらかに斜行

する構造がみとめら

れる c もっとも模式

的発達地は，ペシケ

ユクノレペ乙/ェペ沢左

股上流および千呂露

川本流である。ペシ

ケユクノレペキ/ェペ沢 第 6 図

では，介殻破片をふくむ礁質粗粒砂岩が，双珠別川層の頁岩の凸凹面上発達している。ま

た千呂露川本流では，頁岩にとむ互)員で構成される双珠別層の上に，人頭大程度の円棟か

ら構成されている疎岩層が発達している。

額平川層は， NS の方向で， 50-90" E おとしの逆転傾斜をしめしていることがおおい c

宿主別川では EW 性の走行， S 傾斜をしめしている。

額平川層は，疎岩，疎質砂岩，砂岩，頁岩および凝灰岩で構成されている c

疎岩および疎質砂岩は基底部に発達する岩相である。淡青灰色の組粒砂岩を基質とし，

小豆大から人頭大の円棟，亜円擦が多量にふくまれてい忍 c 礁の種類は，輝緑岩，輝緑凝
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灰岩，砂岩，粘板岩，チャートなどである。一般に東翼部の牒岩層は疎質である。これに

対し，西翼部での礁の大きさは，拳大から小豆大程度で，砂質であり，疎粒は散点的にふ

くまれているにすぎない。

砂岩は，粗粒のものから細粒のものまでみとめられる。一般に粗粒砂岩は，塊状で単層

の層厚は 2m をこえている。細粒砂岩は，これに対し，頁岩と互層することがおおい。

中部の砂岩は，板状の層理面が発達し，北部の西翼帯，南部の東翼帯に模式的に発達

F

自
甲
車

/f/昌 q
一一一~-eと:t- F

日
図 b 国 e

白 c F
一• 「

第 7 図 a 頁岩 b 凝灰岩 c 砂岩 d 砂岩・頁岩互層 e 喋岩 F 断層
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している。乙の板状砂岩には，一般に波状にうねった微摺曲がみとめられる。またこの砂

岩中には， レシズ状の石炭薄層 (5cm~15cm) や，植物破片がふくまれている。

上部には，灰白色の凝灰質砂岩がみとめられる。

頁岩は，中・上部で砂岩と互層状態をしめしていることがおおい。

凝!吏岩 lこは，淡緑灰色ないし灰白色，チャート状の凝灰岩，黄白色のベシトナイト状凝

氏岩および氏白色の粗しよう凝灰岩が区別される。これらのうち，チャート状凝灰岩は，

額平川層に普偏的に発達しており，鍵層と考えることができるつチャート凝灰岩の単層厚

は 50cm~1.2m である。ベシトナイト状凝灰岩は，一般に薄層で厚さ 30cm をこえる

ものはないコ粗しようのものは， 50cm~lm ていどである。

額平J[f層には，主直方向に基!ま牒岩および砂岩層，砂;吉頁岩互層，ほ状砂岩，砂岩頁岩

互!語，凝灰岩層，砂岩頁岩互層の 6 つの層相がみとめられる。しかし，それらは水平方向

に層相を変化し，それぞれの層j、日は全域にわたってみとめることはできない。ただし，基

底部の陳岩および砂岩層および凝氏岩層は例外均で，構成岩相にかなり変化はあっても，

ほぼ全域にわたってみとめられるつ北部地域の東西両翼の層j、目および厚さをしめすと第 7

図のようになる。

図幅の r*4部地域に岩ける東西両翼を構成する額平川層についても，悶にしめしたものと

ほぼ同様の関係が観察できるつ

額平川層は，発達する断層のために真の同厚がなかなか判らない。しかし，大まかにの

べると，北部地域の東翼で 300m 前後，西翼で 600~700 ill，南部では，両翼ともほぼ 300

~350m である c

新冠 J! I 層 (Mz)

新冠川層はイドンナップ関幅地域からの延長部が向斜の中央部をしめて分布している。

この地層は， N10つ~30° W , 40コ~90° NE の一般走向・傾斜をしめしている。逆転傾

斜する部分がおおいが，局部PIむには NS 性の禄雑なノト摺曲をつくりながら， )1目傾斜をしめ

していることもある。下位の額平川同とは漸移関係にある c

新冠川!昌は， fI白灰色の頁岩を主体としている。ときに 1m~3m ていどの粗粒砂岩，凝

灰質砂岩(黒雲母をふくむ)，砂岩，頁岩の薄互!昌や，シノレト岩を介在している。また，ベ

シトナイト状の凝灰岩薄帽をしばしば挟んでいる。しかし，これらの凝灰岩は，一定の回

準にない。南部の新冠川支流，ヌカシライ川では，イドンナップ。|酒幅地域で追跡された上

部国半に発達するチ γ ート状凝灰岩や Inoceramus sp. 化石帯がみとめられる。図幅の北

部域，額平川流域や千呂蕗川流域では，新冠川屈は削長IJ されて向斜の中心にもみられないご
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新冠川層からは，次のような化石を産出している。 Eucalycoceras sp. Inoceramus
11)

concentricusParkinsonvar.constatusNAGAOetMATUMOTOInoceramussp. これら

は南のイドンナヅプ図幅地域の産出層準化石種と同じものである。

新冠川層の厚さは，南部で 1 ，∞ Om 以上，北部で 600m 程度と推定される。

力ンコシナイ沢層 (M3)

図幅の西北端地域(千百露川流域)にわずかに分布している。この地層は砂岩および砂

岩，頁岩互層で構成される。下位の地層とは断層で接している。

カシコシナイ沢層の基底部には，厚さ 30m ほどの日音灰色~淡青灰緑色凝灰質;粗粒砂岩

が発達している。乙れは一般に塊状を呈しているが，上部ほど仮状の層理がみられる。こ

の砂岩の上部には，細位砂岩と頁岩の互層部が発達している。図幅の北部地域(千呂露図

幅地域)では，互層部はひろく分布しているが，この図幅では，その下部の一部分しか露

出していない。

II1 .2.3 第四系

この地域の第四系は河段 E堆積物および氷成堆積物である。河段庄は河川の中流より下

流に発達している c とくに自主系の分布する地帯では，現河床よりおよそ 40-50m 高位

に，かなり広く，連続して発達する段丘があり，その段丘面は砂疎層をのせている。乙れ

らは，洪積世のものと考えられる。

水成堆積物は日高山脈主稜 lこ形成されている圏谷にみとめられる。すでに地形の項での

べたように新旧 2期の氷期に，それぞれ対応する堆積物が存在する。古期，すなわち幌尻

水期の氷堆石は，浸蝕をうけ，堆積の原形はほとんど失われている。のみならず，その上

部を不整合的におおい新期，すなちトッタベヅ氷期の氷堆石が発達している。この氷堆石

には，堆積の原形すなわちモレーン堤の形状の保存されている部分が少なくない。氷堆石

はいずれも淘汰の悪い巨大な角疎，亜角礁と土砂より成りたっているっ礁にはストリエー

ションはみとめられない。

III.3 変成岩類

黒雲母片麻岩 (Gn)

この図幅の主な変成岩類は，塩基性深成岩体の境界に，細長く帯状に挿入されているセ

プタとして発達している黒雲母片麻岩である。

黒雲母片麻岩はその発達の環境により，セプタ I および II にわけることができる。

セプタ I は変成帯の西側に遊入し，片状になっているソーキ/ェノレ石はんれい岩および緑
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第 8 図 含ざくろ石黒雲母片麻岩 (A) および斜長石斑状

変品合ざくろ石黒雲母片麻岩 (B) 新冠川源流部

Gar: ざくろ石， Bi: 黒雲母 あとは斜長石，石英の変

品よりなりたつ c P: 斜長石斑状変品

る。片理は一般の片麻岩

よりもいちじるしい。

色角閃石片状角閃岩の岩体群と，その東側に分布する片麻状はんれい岩の岩体とを分離し

ているものであり，セプタ II は片麻状はんれい岩岩体のなかに発達しているものである。

そのどちらも変成帯の中軸にひろく発達している片麻類が，塩基性深成岩の近入境界に

とり残されたものである。

セプタ I にはつぎの岩相がみとめられる。

含ざくろ石黒雲母片麻岩

斜長石斑状変品含ざくろ石黒雲母片麻岩

角閃石黒雲母片麻岩

セプタ II にはつぎの岩石がみられる。

含ざくろ石黒雲母片麻岩

童青石黒雲母片府、岩

しそ輝石黒雲母片麻岩

合ざくろ石しそ輝石室青石黒雲母片麻岩

含ざくろ石黒雲母片麻岩および斜長石斑状変品含ざくろ石黒雲母片麻岩

これらの岩石はセプタ I の大部分およびセプタ II の南半を構成しており，図幅の南方

にひろく発達するものに

連続する。

岩石は黒雲母の配列に

より，けんちょな方向性

が発達する。粒度は局所

的に変化する。

斜長石斑状変品はとく

に，勇断をうけた帯にそ

いあきらかに発達して lo

斜長石斑状変品は長径 2~0.5mm ほどの卵形結品で，新鮮である。 白形的な黒雲母を

ふくむことがおおしそれら包有物は累帯にそって配列することがある。 An30 ないし 20

の成分である。ざくろ石は 0.5mm ほどのポイキロブラストをつくる。

基質部は斜長石，石英および黒雲母から構成されている。斜長石は 0.5-0.2mm の粒

状累帯を欠き An 35 ないし 20 の成分でひじように細かな石英結晶とくみあっている。黒

- 16-



雲母は淡褐色の 0.2 mm 程の葉片状結晶で斑状変品の周縁で屈曲する。 ジノレコンを包有

しそのまわりには多色量がみられる。

角閃石黒雲母片麻岩

含ざくろ石黒雲母片府岩のなかに，角閃石をふくむ粗桂の部分がみとめられる。この岩

石にはおおくの場合角閃岩のパッチあるいはレシズがともなわれており，角閃岩の片肝不岩

化によるものと:考えられる。

岩石は等粒構造あるいは斑状変品構造をしめし，角閃石および黒雲母の配列で方向性が

与えられている。

斜長石は 2~1 mm の斑状変品あるいはモザ、イク結

晶で，ほかに累帯のいちじるしいものがある。 An45

~35 の成分である。

角閃石は淡緑色ないし淡緑褐色の色調をもっ他形結

晶である。しばしば lem に達するポイキロプラスト
/¥

を形成している。 CZ=22~15° 0 黒雲母によって置換

されている。

黒雲母は黄褐色~褐色で，一般の片麻岩のそれとち

がし、はない。

石英は lmm ほどのレンズをつくっており，例外な

く交代的な発達をしめしている。

ざくろは普遍的にはみられぬが， この岩石と母岩と

の境界に濃集する例がある。

童青石黒雲母片麻岩

乙の岩石はセプタ II の北半部におおくみられ，あ

るいは片麻状はんれい岩にとりこまれるレンズ状岩体

を構成することがある。

岩石は中粒で，等粒構造をしめしている。斜長石の

斑状変品もみとめられることがあるc

斜長石は 1~0.3mm の他形ないし半白形，累帯は

なく An 35 の成分である。 石英は粒状，おおくは他

鉱物の間隙を埋めているが，ときには交代的に生長し

ている。

黒雲母はよく発達した葉片状結品で，配列性をしめ

している。赤褐ないし淡褐色の色調をもっO ジルコン

をふくみ，多色畳がし、ちじるしし、。草青石は2.5~1

mm の斑状変品で斜長石，石英粒を包みこんでいる。
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第 9 図 角閃石黒雲母片麻岩

角閃石のポイキロブラスト

が形成されている。図の下

方などは，黒雲母片麻岩質

となっている。
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このような大形の変晶のほか，斜長石の粒聞に充填する O.3mm 程の小型結晶もみとめら

れる。

部分的には曹長石の斑状変晶 (2cm) もみられ，しそ輝石をふくむものもある。

しそ輝石黒雲母片麻岩および含ざくろ石しそ輝石童青石黒雲母片麻岩

しそ輝石を主成分の l つにもつ岩型は，一般にセプタが細くなり，あるいは消滅する地

域などにみとめられることがおおい。 トッタベツ川でみられるセプタ II は，ほとんどこ

の岩石から成りたっている。新冠川上流では片府、状はんれい岩中のぞノリス状の岩石にお

おい。

この岩石はかなりあきらかな方向性をしめしている。これはおもにしそ輝石の配列によ

るのである。黒雲母を多量にふくむものでは明瞭な片理をもつことはいうまでもない。

斜長石には 2mm ほどの斑状変品と他形粒状の O.7~O.3mm の細粒結晶が区別でき

る。まえのものは An35，細粒のものは An30， 25 程度の成分である。石英はモザイッ

ク状またはレンズ状結晶で比較的多量である。黒雲母は部分によって一定しなし、。しそ輝

石は 2~lmm のポイキロプラストを形成している。この形態は後述する片麻状はんれい

岩のしそ輝石と異なって自形的柱状結晶をつくることはない。 2 Vx=650
0

ざくろ石および董青石は斑状変品として発達する。あとのものはしばしばピナイト，黒

雪母で置換されている。

いまのべたように，セプタの変成岩類のおおくのものは，塩基性岩の近入に先だって変

成した珪ばん質堆積岩に由来する，とみてもよい。しかし，これらセプタは角閃岩(褐色

角閃石角閃岩)により貫ぬかれ，その角閃岩も変成され，一部では片麻岩化してもいる。

角閃岩の貫入の時期は，いまのところ明らかではない。あとにのべるように，角閃岩に

はきわめて変成のひくいものもふくまれているが，それらの貫入時期が片麻岩類の変成以

後とは，一概に考えられないのである。

すなわち，斜長石理状変品黒雲母片麻岩の形成には，いくつかの時期の異なった重複し

た変成作用が考慮されるのである。

III.4 火成岩類

この図幅には火成岩の発達がひじようにいちじるしい。図幅の東側をしめている変成帯

は，ほとんど全域が深成岩類よりなりたつといっても過言でない。

これらの深成岩類は複合近入体をつくっており，南北に約 40km，東西に 15~10km の

大規模な発達をしめしている。これが幌尻岳近入複合体である。 この図幅には，その西南
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端の一部分がふくまれている。

変成帯の西側の摺Oll帯などには，堆積岩類と整合的に発達する大小の塩基性岩岩床，あ

るいは特定の構造·H¥をしめす貫入岩体が，普遍的に分布していると )11'3塩主ょ岩類もかなりみ

とめられる。

変成帯に発達する深成岩類はつぎのようである。

1 褐色角閃石角閃岩

2 片状はんれい岩

3 片麻状はんれい岩

かんらん石はんれい岩

ノーライト

はんれい岩

4 ソ一己/ェ lレ石はんれい岩

*5 緑色角閃石片状角閃岩
中

6 緑色片岩様岩石

7 かんらん岩

8 片麻状花こう岩

変成帯の西側すなわち日高前禄摺rill帯，日高西縁構造帯および神居古浬帯を特徴づける

火成岩類はつぎのようである σ

9 スピライト質岩類

10 蛇紋岩

11 粗粒輝緑岩

III.4.1 褐色角閃石角閃岩 CAb)

この岩石は幌尻岳近入複合体を東西にわける帯状のセプタのなかに幅 100~10m の小

さなキ/ート又はレンズ状岩体として発達している。

これらは母岩の片麻岩とともに変形し，またミグマタイト化作用をこうむっているもの

がおおい。一般に源岩の構造，鉱物はのこっていないが幌尻岳沼のカーノレ東方の岩石には，

部分的に，輝緑岩のオブィデイザク構造がみとめられる。

新冠川の 1 支流およびトザタベツ川源流部では，この角閃岩の一部に， レンズ状または

中 この岩石は，げんみつにみれば変成岩にふくまれる。しかし，これは泣入岩に由来する

岩石であることと道入岩としての 1 つの単位として取扱うことが，より便宜的である

点から火成岩の項にのべることにする。
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じゅず状に残存する粗粒のはんれい岩質岩石が観察される。この残存するはんれい岩の斜

長石は 3.5~1.5mm の半白形均で An65 の成分である。輝石はナプオフィティックな異

はく石である。異はく石は淡緑色のせんい状角閃石の集合体に変成し，ついで褐色角閃石

にうつり変っている。

もっとも広く分布する褐色角閃石角閃岩は，細・中

粒， i致密で片状の岩石である。ミグマタイト化作用を

うけた部分には石英や黒雲母が加入し，粗粒質になっ

ている。標式的な岩型は鏡下でつぎの性質をしめす。

斜長石は 2~0.5 mm の他形変品で，そのまわりに

モルタル構造ができている。累帯はまれである。成分

は An50~45 ほどで，細かな白形的角閃石を包有す

る。

角閃石は半白形にちかし、形態をしめすが，縫合線状

の境界をもつものである。色調は緑褐色ないし褐緑色
/¥

で、ある。 CZ=21-15°ｰ

黒雲母は濃褐色，チョコレート色のもので角閃石の

まわりに発達している。石英は標式的岩形にはない。

第11 図褐色角閃石角閃岩

角閃石の変晶を交代して，

濃色の黒雲母が形成されて

いる c 石英も片状のあきら

かな部分に加わっている。

ミグマタイト化作用は黒雲母の新生，石英の加入にまずしめされている。黒雲母は角閃

石を周囲より交代し，不規則にあるいは特定の配列をあらわして形成される。

石英は，おおくの場合炭石のいちじるしい片状化にともなわれて出現し， レンズやスト

リークをつくって濃集している。斜長石は酸性化し An40~30 程度の成分にかわり，細か

な斜長石，角閃石や黒雲母結晶を包有する。角閃石はオリーブ色，淡青緑色を呈するポイ

キロプラストである。ざくろ石が加わる例も少なくはない。

まえにのべた角閃石黒雲母片麻岩は，このような中間過程をへて形成された岩石と，みる

ことができる。トッタベツ川上流(通称 3 岐)や北トッタベツ岳南面などには，褐色角閃

石角閃岩がブロヅク状に破細され，その間隙より酸性物質が渉潤している例がある。この

部分ではカミントシ閃石， しそ輝石も形成されている。これは「神威岳J r楽古岳」図幅で

それぞれアグマタイト質角閃岩または褐色角閃石角閃岩 II などとよばれている岩石と同

質である。しかしそれらとの聞の連続関係は不明である。

III.4.2 片状 lまんれい岩 (Gs)

セプタによって東西に大きく 2 分されている幌尻岳近入複合岩体の東側の岩体は，片麻

状はんれい岩の岩体である。この片麻状はんれい岩体のもっとも西側の部分，いいかえる

とセプタにそって角閃岩が発達している。片状はんれい岩とはこの角閃岩をさすのであ
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る。岩質は褐色角閃角石閃岩にひじように似ており，肉眼的に 2 つを分けることは，むず

かしい。しかし片状はんれい岩の片理は，一般によわしつねに片麻状はんれい岩にとも

なわれて分布する。おおくの場合，片状はんれい岩は片麻状はんれい岩の周縁的先駆相と

みなされ，あとのものによって貫入されている。

標式的の岩ZE!は褐色角閃石と斜長石からなり，グラニュライトないし，ネマトプラスト

構造をしめしている c

斜長石は 1~O.5mm のモザイク状結品で， i原岩の残品とみられる何者もない O 累帯は

なし、 c An65~55 の成分である。
/¥

角閃石は 1mm ほどの他形で，決褐色一緑褐色の色調である。 CZ=25~28° 0

トッタベツ川，千日露川上流では，角閃石の核に透輝石やしそ輝石がみられ，またユラ

ライト，カミントン角閃石あるいは緑泥石一陽起石ーチタナイト集合体を包みこむものが

ある c

AB C

第 12 図 片状はんれい岩

A もっとも典型的な岩質部緑褐色角閃石および斜長石よりなる。

(トヅタベツパ I)

B モザイク構造部角閃石は褐色をしめしている。(新冠川)

C しそ輝石を生じている部分。しそ輝石は角閃石を交代している c内部に角閃

石をとりこんでいる。(新冠川)

片状はんれい岩は，一般に片麻状はんれい岩によって貫ぬかれ， j政相iをうけてはいるが，

ところによっては角閃石がしそ輝石に，粒状斜長石が半白形的斜長石におきかえられ，ノ

ーライト質岩石に移りかわっている。

このようなノマライト質岩石の形成は，片麻状はんれい岩内に残存する回状の片状はん

れい岩体やレンズ状岩体におおく観察されるの

移行部の片状はんれい岩の角閃石は 2~O.5mm，やや自形的住状で褐色の型である。

/¥

CZ=23~26Cc
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ノーライト質部分は片状はんれい岩の片理にそって層状に，あるいは粒状に形成されて

いる。ノーライト質部分が増加するにつれて岩石は片状構造を失ってゆく c

このような岩質部では，斜長石は主軸方向によく発達した半白形をしめし，粒状の斜長

石をつつみこんでいる。 An60 の成分である。 しそ輝石は角閃石を不規則に交代してい

る。それらは角閃岩の片理方向に支配され，平行に配列する半白形的ポイキロプラストを

つくることがおおい。 2 Vx=650
c

黒雲母はほとんど発達していない。

III.4.3 片麻状ほんれい岩 (Gg)

このグループにふくめられる岩石は，いちじるし l) 片麻状構造で特徴づけられる塩基性

岩類である。これらは一方では，岩質 k輝石グラニェライトに対比できるものをふくむの

であるが，他方では，より火成的な構造をしめす岩類をもふくんでいる。この片麻状はん

れい岩は，いわば，幌尻岳近入複合体の主要部分をなすものであるむその岩床状の岩体に

は，まえにのべた片状はんれい岩が，つねに岩体西縁部にともなわれている。

片麻状はんれい岩は， 1 つの大きな近入単位体として考えられるが，近入体の内部には

片麻岩起源のセプタがいくつか発達している。それらは，図幅の東北隅にみとめることが

できる。これらのセプタは，岩体をさらに細かく分離するものであり，それ(セプタ II と

する)を境界として，東西で片麻状はんれい岩の性質には，いくらか大きな相違が生じて

いる。すなわち，セプタ II の東側に発達するはんれい岩は， 西側の岩石にくらべて片麻

状構造がよわく，より火成的な特徴をしめすのである ο

つぎに，片麻状はんれい岩を構成する岩石についてのべる。

中

片麻状かんらん石 lまんれい岩 (Go)

片麻状かんらん石はんれい岩は，岩体の中軸，すなわちピパイロ岳西方よりチロロ岳東方

にかけ，ほほ NS 走向をしめし分布している c その周縁では片麻状ノーライトに漸移する。

岩石は一般に粗，中粒で，有色鉱物は 40-25;;;;; (量比〉ていどすくない。片麻状構造は

岩体中心のためかけんちょではないが，ところによって明らかな方向性をしめす。

片麻状構造のよわい部分は鏡下でグラニェライト構造，片状構造のつよい部分ではそザ、

イク~モルタル構造がみとめられる。

主成分は斜長石，かんらん石，普通輝石または異はく石および褐色角閃石である。かん

らん石のすくない部分にはしそ輝石もみられる。

* 片麻状はんれい岩が，いろいろの岩質部からなりたっていることは，前にのベた。地質

図上では，とくに，片麻状かんらん石はんれい岩相を，タイプの片麻状はんれい岩から

区別してしめしである。
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斜長石は 2~lmm のモザイク粒状で累帯はなし~ 複雑双品がおおいが双品面はわん曲

する場合がある σAn 75~60 範囲の成分である c

かんらん石は，有色鉱物のおおいものほど粗粒で，径1O~8mm にたつするものもみら

れる。輝石と等量程度ふくまれている岩石では，径 5~3mm のモザイク結品をなすc 斜

長石との接蝕面は平滑である c 蛇紋石化はまったくみられな L九普通輝石は，径 0.5 ~0.3

mm のモザイク状で，かんらん石を被覆する例は，輝石のすくない岩石以外にはみられな

い c 2Vz=55~52~ c 角閃石は褐色のもので，ときに輝石をつつむが，おおくは斜長石と
/¥

くみあうモザイク結品であるご CZ=20~17°
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どうかは，明らかでない。

片麻状ノーライト

片麻状ノーライトは，まえにのべた

岩体の周縁相として発達しているつ片

麻状構造がいちじるしいととくに岩体

の西側ほど，けんちょであるつ岩質は

岩体の，ほとんどすべての地域にわた

って同質で，斜長石，普通輝石， しそ

輝石よりなりだっ。おおくの場合，黒

雲母は少量加わっている。褐色角閃

石，石英のみられる部分もある。

片麻状ノーライトの組織は変化にと

第 13 図 片麻状かんらん石はんれい岩

A 典形的な岩型，有色鉱物はかんらん石，普通輝

石である o 1 ,958 m 峯

B 北トッタベツ岳のかんらん石はんれい岩，組織

は Afこしめすものと，まったく異なり，火成的構

造をもっている。

第 14 図 片麻状ノーライトの露頭

千巴露川上流

見事な縞状構造，片麻状構造をもっている。

その方向性は岩体にひろく持続する。
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第 15 図 片麻状ノーライト

両輝石および斜長石より構成されている。左図はつ

よく配列している部分，右図は等粒，モザイク状部
ひくいことを暗示してい

んでいる。片麻状構造は，輝石類の配列にもとづくものである。なかには，圧砕された微

細な斜長石の聞に残存する，眼球状の輝石の配列による場合もある。

斜長石は，全量の 70%内外をしめる。これらは 0.7~0.2mm，主軸方向に延伸したモ

ザイク状結品で，累帯に欠けている。色有物にもとぼしい。成分は An 70~50，とくに

An60~50 のものがおおい。

普通輝石は，しそ輝石とほぼ同量含有されている。 lmm から O.lmm の他形粒状で
/¥

ある。しそ輝石をふちどって発達するものもある。 CZ=46。内外。 2 Vz=53~50° 。典形

的な岩型では，角閃石化していない。

しそ輝石は，他形の柱状結晶である。 2 次的変化はほとんどみられなし、。 2Vx=55~

---50ーo55° 近くのものがおおい。

黒雲母は，かなり普通にみられるが是はまったく副次的である。片理に平行する，チ

ョコレート褐色の色調のものであるが，なかには，片理をきって発達するものもある。

片麻ノーライトには，角

閃石，黒雲母などの含水珪

酸塩鉱物は，ほとんどみと

められなし )0 これは， カノレ

ソカイト系岩石ある l) は輝

石グラニェライトの性質

に，ひじように近似してお

り，この岩類形成の条件が

高温，あるいは水蒸気圧の

る。 分。

図幅の東西隅 lこ発達しているセプタ II の東方にも，片麻状ノーライトは分布している。

ここにみとめられる岩石には，グラニェライトょう岩石部と，粗粒で火成的構造をしめす

岩石とが，複雑な形でくみあっている。

グラニェライト質の岩石は，まえにのべた岩型とほぼ同じである。これに対し，縞状構

造をしめして発達する中粒岩石には，火成功構造がけんちょにみとめられる。

すなわち， この岩型では，岩石の方向性はおもに半白形的斜長石の配列によって，強調

されている。

斜長石は， 2~lmm の半白形的で，主軸をそろえて分布している。累帯は，けんちよ

というほどではないが，存在する。 An55 程度の成分である。

輝石は，一般に白形的で， 1---0.5mm の柱状ないし短柱状結晶が斜長石と平行して配

列する。普通輝石は 2 Vz=52---50ー°しそ輝石では 2Vx=55~54° である。
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角閃石は，褐緑色ないし緑褐色の色調をしめす。輝石をつつみこんでくみあう産状をし

めしている小形結品と， 白形的斜長石をつつみこみポイキロプラスト的発達をしめす大形
長

結晶とが存在する。

このような角閃石の発達は，正規はんれい岩，に普通にみとめられるもの'"0，いわば火

成的構造の特徴とされるのである。

はんれい岩

ここにのべるはんれい岩は，北トッタベツ岳南方， トザタベヅ川源流付近で， セプタ I

のなかに近入している，塊状の岩石である。岩型は，小さな岩体にもかかわらず変化がお

おい。

III.4.4 ソーシュル石はんれい岩 (Gs)

変成帯の西側の地域には，緑色片状岩類やかんらん岩， さらにソーシュノレ石はんれい岩

が，変成帯の走!訂 lこ平行し，市北に走る千 ij; を構成している c

この'貯の岩石は，一般につよく片理をおびているつとの性質は，中軸部をしめる片麻状

はんれい岩や褐色角閃石角閃岩などの，方向性や片 J~ の性質と異なるものである。それば

かりでなく，この 'HY は，西側では，街上断層で摺曲':ザと接し，東側は，セプタ I によって

片麻状はんれい岩などと，はっきり分雛されている。

ソーシェノレ石はんれい岩は，この緑色片状岩帯のほぼ中心に，帯状の岩体をしめして分

布している。

ソーシュノレ石はんれい岩はかなり片状化し変成されてはいるが，いたる処に，原岩の鉱

物，組織を残存しているつ

幌民岳およびその「託方新冠川一帯には，粗粒かんらん石はんれい岩が残存している。流

理構造がみとめられるが，それは，片理の方向と一致していない。

ソーシェノレ石はんれい岩の原岩と考えられるかんらん石はんれい岩は，つぎのようなも

のである。岩石は粗粒，典形的なはんれい岩構造をしめしている。有色鉱物の濃集する流

理構造が，よく発達している。

斜長石は 2--1 mm の白形的結品である。 果 i貯はない。成分 An 75--70 0 新鮮である

が，細かなピグメントがふくまれ，そのために，肉眼的にくすんだ紫色をしめしている。

かんらん石は 1mm の粒状， 2Vx=85°。輝石による被覆関係は一般になし、。斜長石と

の接触部に幅 0.3mm のケリファイト縁が生じている。緑色スピネノレ，せんい状角閃石，

斜方輝石などが， リムを構成している。

輝石は他形，斜長石の間隙を充填する異はく石である。これにより，サブオフィテイヅ

札内岳凶幅，広尾凶幅，楽古岳図幅参照
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グ構造部が生じている。 C2=53-51° ， 2Vz=70-600o

このはんれい岩は，広祖国にわたり，とくに岩体の周縁部で，勇断され変成され角閃岩

質部分を生じている。

角閃岩質部分は層状にな

り，はんれl)岩と互層し，

あるいはレンズ状，パザチ

状にはんれい岩をとり残し

て発達している。

角閃岩質岩石はおもに斜

長石，角閃石よりなりたっ

ている。斜長石は原岩の残 第 16 図 ソーシユノレ石はんれい岩

晶とみられるもの，および A: 源岩のかんらん石はんれい岩

再構成によって形成された 01: かんらん石 Px: 輝石 PI: 斜長石

結晶境界の不明瞭な細粒の かんらん石斜長石の聞には，反応によるケリファ

ものである。 イト縁が形成されている。

角閃石は淡黄緑色の 4- B: 角閃岩化した部分。

lmm の長柱状結晶と 2- 左方に残品斜長石がある。右方は角閃岩化してい

lmm の他形変晶である。 る。

柱状角閃石は粗粒の斜長石残品の集中する帯と互層し濃集し，残品をきって発達している。

このような角閃岩質岩石のなかに，片理に平行し，場合によっては片理を切って，不規

則な形に発達する粗粒の斜長石，角閃石よりなりたつ塊状部がみとめられる。これは 1­

O.5mm のやや主軸方向にのびるモずイク状斜長石と，黄緑色角閃石の大きな半白形的結

品およびチタナイトの粒状結品から，構成されている。斜長石はきわめて新鮮で，包有物

はほとんどない。この岩質部は，はんれい岩の角閃岩化にひきつづいた交代的作用によっ

て，形成された部分と考えられる。

この交代性の粗粒岩相は，図幅の北部地域では，まれにしかみとめられないが，南方域，

とくに新冠川支流，ペッピリガイ沢ではかなり普遍的に発達し，隣接イドンナザプ図幅で

は，きわめていちじるしく発達して l' ョる。

幌尻岳頂上付近では，ソ -V' ェノレ石はんれい岩は，すこしも片状化することなく，緑泥

石化，蛇紋石化作用をこうむっている。

III.4.5 緑色角閃石片状角閃岩 (Ag)

緑色角閃石片状角閃岩は， ソ -V' ュノレ石はんれい岩の両側，とくにその西側に，帯状に

分布している。 ソ -V' ェノレ石はんれい岩との境界には，男断帯あるいは断層が発達し，ナ
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第 17 図 緑色角閃石片状角閃岩

石英，斜長石脈ともに摺曲している。

禄れん石もこのような産状をしめすこ

とがおおい。

る。

ロロ岳南西方では， ソ -i/ ュノレ石はんれい岩が， この岩帯の上に衝上している。また， 2

つの岩石の境界には，千呂露川では片麻岩のうすいセプタがあり，あるいは蛇紋岩の小さ

な己/ートが貫入している。

緑色角閃石片状角閃岩は，緑色ないし青

緑色角閃石および斜長石などよりなりた

つ，片理のけんちょな岩石である。

幌尻岳の周縁では， ソーシェノレ石はんれ

い岩体をへだて，東西 2 帯の岩帯がある。

そのそれぞれは，前記の鉱物で特徴づけ

られてはいるが，岩質は多少異なる点があ

西側に発達する片状角閃岩の緑色角閃石

は，淡緑色短柱状角閃石および細かな針状

緑色角閃石である。

淡緑色短柱状角閃石は， 2~0.5mm 程度の短柱状，限球状の形態をしめし，結品の内部

には微細なチタナイトなどをおおく包有し，汚渇している。結晶主軸の方向は，岩石の片

理に必ずしも平行していない。結品の外縁部は，つぎにのびる針状角閃石によっておおわ

れている。

針状緑色角閃石は， 0.3~0.1 mm ほどのものである。これらは，まえにのベた大形結

品の外縁より派生し，モザイク状の斜長石とくみあい，大形結品をさけて波状に発達して

いる。チタナイトの結晶をともなうことがおおい。

この片状角閃岩は，その西側で，緑色片岩と断層また弟断帯をへだて接するが，その境

界付近には，いちじるしくエピドートの濃集する部分がある。エピドートは，片状角閃岩

とともに摺曲する石英脈にともなわれ，あるいは，単独にシュリーレンをつくって発達し

ている。場合によれ斜長石 (An 20) エピドート脈としてみとめられる。

ソーシェノレ石はんれい岩の東側に発達する緑色角閃石片状角閃岩は，青縁色~緑色の角

閃石および斜長石を主成分としている。片理はつよいc 岩石は，ほとんど完全に再結品質

である。この岩石は，セプタに直接しているのであるが，その中間に，かんらん岩岩床が

近入している処がおおい c セプタに直接する位置でも， ミグマタイト化作用をうけた跡は

ない。

/¥

角閃石は 1~0.5mm のネマトプラストで， CZ=19° , 2Vx=64°。透輝石をともなうも

のも，ところによって見出される。

斜長石は細粒， An45 のモザイク結晶である。しばしば， 2mm ほどの残品的斜長石が
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BA

第 18 図 緑色角閃石片状角閃岩

A: 東側の帯をなすもの。典形的ネマストブラスト構

造をなす。(新冠川)

B: 西側の帯のもの。板状角閃石のまわりが針状角閃

石に変っている。平行配列するのは針状角閃石で

ある。(千日露J11)石英の細脈をともなうほ

か，全体が珪化作用をうけている。

鏡下でみても，構成鉱物はほとんど識別できないほど細粒で， ミローナイトとみるべき

岩石である。街上断層に関連して形成されたものと，考えられるものである c

III.4.7 かんらん岩 (Pe)

かんらん岩は，セプタと緑色角閃石片状角閃岩，またはソーも/ェノレ石はんれい岩岩体の

境界に，大規模な乙/ートをつくって発達している。この近入位置は，変成帯内部の街上断

層の位置に一致している。

かんらん岩の岩質は，ダナイトである。

III.4.6 緑色片岩 (G)

緑色片岩質岩石は，まえ

にのべた片状角閃岩と，変

成帯の西縁を区切る衝上断

層との聞に発達している。

片状角閃岩との聞には，勇

断帯がみとめられている。

緑色片岩質岩石は黄緑

色，撤密な岩石で，場所によ

っては片理を欠いている。

ている。

ふくまれている。この斜長石は複雑双品をしめ L，一航に破細されている。そのわれめに

は，粒状角閃石が多数生じ

lmm ほどの粒状かんらん石よりなりたっているが，ほかに，少量のスピネノレがともな

われている。かんらん石はいくらか圧砕され，波動消光をするが，蛇紋石化作用はほとん

どみられない c

III.4.8 片麻状花こう岩 (Gr)

図幅の北東隅に，わずかに，片麻状花こう岩が分布している。この片麻状花こう岩は，

隣接する札内岳図幅および御影図幅内にひろがる岩体の一部である。隣接図幅内では，片

麻状粗粒の花こう岩質岩石がみられるが，この図幅にふくまれる部分では，岩体の西縁を

構成する含主青石黒雲母縞状片麻岩質岩がみられる。この片麻岩質岩石は千呂蕗図幅内に

延び，本体の花こう岩質部分と分離して，片麻状はんれい岩と E規はんれい岩とを分ける

セプタになる。
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岩石は内眼的には中~細粒の片麻構造をもち，主百石の斑状変品が散点して G ユる。

優白部は1O~5mm ほどの幅で，黒雲母にとむ優黒質片状部と互層する。斜長石は 0.5

mm 程度の半白形ないし他形的変品で， An30 ないし 20 の成分である。石英はいくらか

分結的に集中し， レンズまたはシュリーレンをつくる c

優黒部分は 0.3~0.2mm のモザイク斜長石と葉片状黒雲母を主成分とし，約1.5mm

ほどの草青石の斑状変品をもっている。

岩体のもっとも西縁部分には，花こう岩質岩石が発達している c ここにはカリ長石の斑

状変品がみとめられ，草青石は失われている。

III.4.9 スピライ卜質岩類

この図幅地域にみられるスピライト質岩類は，正規型スピライト，細粒および中粒輝緑

岩，スピライト質扮岩，変輝緑岩の 4 グループに大別できる。この地域にもっとも広範囲

に分布しているのは，細粒および中粒輝総岩である。

細粒および中粒輝細岩

この種の輝緑岩は日高西縁構造帯をつくり，いちじるしく発達しているつまた，図幅北

西部の蛇紋岩体と白空系の境界部付近や，イドンナザプ居中に大小いろいろの岩脈あるい

は岩床状の産状をしめして，みとめられる。細粒輝緑岩と中粒輝緑岩の関係は，野外では

あまり明らかでない c それは，全般的にいちじるしい破砕をうけているために， 2 つの岩

質を識別することが困難なためである。和]，中粒岩はともに，緑色塊状の岩質である c 露

出面では風化されて，黄褐色を呈することがおおい。

高田粒輝緑岩を鏡下で観察すれば，つぎのようである。

細粒の単斜輝石と斜長石が大部分をしめており，これらはたがいにオフィティックに組

合っている。このほかに， これらを置き換える緑色および褐色の緑泥石が発達している。

さらに，白チタン石や不透明鉱物が散点してみとめられる c 単斜輝石は 0.2~0 .4 mm ほ

どの大きさをもち，無色から淡緑色をていし，普通輝石とみられる。一般に，いちじるし

い波動消光をしめす。斜長石は 2.02 xO.2mm~0.04 xO.4mm ほどの大きさの長柱状結

第 19 図中粒輝緑岩 第 20 図 ヴァリオリィティック輝緑岩
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晶のもので，いくらか携曲している。なお，一部では，この岩石の破砕部にそって曹長石

脈やぶどう石脈が数おおく発達している。

中粒輝最岩では，細粒相にくらべて，構成鉱物の粒度が組くなり，また，一般に，サプ

オフィティック組織をしめすことによって特徴づけられる。斜長石は， 0.04-0.8mm 内

外の大きさをしめし，単斜輝石は，斜長石の空間を充填する 0.3mm 程度の大きさの結晶

である。これらを置き換えて緑泥石が発達している。ほかに，不透明鉱物が多量にみとめ

られる。

これらの岩相といくぶん異なった輝緑岩は，図幅地域のパンケユクノレペ己ノェぺ沢の上流

地域でみとめられる。

鏡下の観察によれば， 0.05x 1. 3mm ほどの大きさの長柱状の斜長石が，いくぶんヴア

リオリティック組織をしめしており， この聞をチタン質の単斜輝石がうずめている。この

岩石は，あるいは，異った岩石種として取り扱うのが適当であるかもしれないが，いちお

う，ここでは粗粒および中粒輝緑岩の中にふくめて記述しておく。

*正規型スピライト

この岩石は，この図幅地域では，それほどけんちょな発達はみとめられない。一般に，

まわりの堆積岩の構造に整合的な， レンズ状の形態をしめしている。暗赤褐色を呈する否

仁状構造をしめす非顕品質岩石である。ほとんどすべてが，枕状構造をしめしている。

この岩石を顕微鏡下で観察すれば，つぎのようである。

方解石あるいは緑泥岩によって充填されている杏仁が，全般に散在している。この間

に，ハイアロオフィティック組織をしめして，長柱状斜長石が多量にみとめられる。原岩

の有色鉱物は，緑泥石あるいは不透明鉱物に置き換えられているが，わずかに，単斜輝石

のみとめられることがある。斜長石は，曹長石質で，かなり境曲している。基質は，全般

に緑泥石に置換されており，また，不透明鉱物が散点している。しばしばみられる破砕部

にそっては，石英一一一方解石脈，あるいは曹長石脈が発達している。

スピライト質劫岩 (Sp)

この岩石は，この図幅地域では，新冠川支流のプイラノレベツ川中流地域のー露頭でみら

れているにすぎない。晴氏緑色を呈する綿密塊状の岩石である。まわりの粘板岩との関係

は，明らかでないが，おそらく岩脈状の産状のものと推定される。

この岩石を顕微鏡下で観察すれば，つぎのようである。

斜長石斑品を多数ふくむ斑状構造をしめしている。石基は微品質組織をしめしており，

針状の斜長石と不規則な形をした斜長石，および， これらをおきかえて発達している，不

規則な形の石英によって構成されている c 斜長石斑品は， 0.2xO.4mm ほどの大きさの

中 イドンナップ図幅地域でみられるような，いろいろの岩相はみられない。
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白形柱状結品で，カノレスパット双品をしめしている。基質の斜長石は曹長石質である。不

規則形の斜長石と石英は，おそらく 2 次的生成物と考えられる。これらの聞には，緑泥岩

が発達しており，また白チタン石が散点している。

変輝緑岩 (Md)

この岩石は，新冠川流域で，最大 9∞ m ほどの幅をしめして， NS 方向に分布してい

る。これは，さらに南部イドシナザプ図幅地域内に延びている。まわりの，イドシナヅプ

層とは断層で接し，いちじるしく片状化されている。岩体の大部分は，緑色の椴密塊状の

岩石で，わりあいに規則正しい節理系が発達している。しかし，努断運動の影響をうけて

いるために， NS 性の割目が，数おおく発達しているつまた，その方向に緑れん石が縞状に

濃集している部分がみとめられるコ

この岩石を顕微鏡下で観察すれば，つぎのようであるつ

おもに，羽毛状の角閃石と，いろいろの大きさの粒状のエピドートから構成されており，

この間に少量の曹長石質斜長石がみとめられるのさらに，全体に微細なチタン石の粒状結

品が散点しており，中には網目状に発達しているものがある。原岩の構造は，全く残され

ていないっ角閃石は，ひじように淡い緑色を呈する陽起石である c これは，曹長石質斜長

石を置換して発達している。エピドートは，やや粗粒の半白形結品で， レンズ状の集合を

形成している c なお， これらの鉱物を置換して，プール状に曹長石が発達している。

III.4.10 蛇紋岩 (5)

蛇紋岩は，この図幅地域の神居古 j草構造帯の北部地域と，日高前禄出]帯の南部地域にお

もに分布している c 神居古津構造帯に分布しているものは，関係未詳日高累層群の構造に

ほぼ平行な岩床状近入体を構成して l) るとみられる c したがって，蛇紋岩体は，大まかに

みれば，大きな盃状の形のものと考えられる。この蛇紋岩は， 1 つの大きな岩体をつくっ

ているのではないっ多数の小岩体が密集し，複合近入体を構成しているのである。また，

前禄摺 i出帯中に近入している蛇紋岩は，新冠川流域にみられる。ここでは，まえにのべた

変輝紙岩をはさみこんで，おおくの小さなレユ/ズ状岩体が集中している。二つの近入帯が

みとめられるつこれらは，南部の隣接イドンナップ悶幅地域内へのびていっている。この

うち，東側の近入帯は，北方で，変成帯西禄の衝上断層によって断ち切られているようで

ある。

蛇紋岩は一般に珂断運動の影響をつよくうけているために，大部分のものは葉片状ある

いは片状姥紋岩にかわっているつこれらは片状の岩質部には，ブロック状に塊状部が残さ

れている。神居古津構造帯，日高前禄摺曲帯の両地域に分布している蛇紋岩は，岩質的に

かなり異なっている。すなわち，糠平山周辺の蛇紋岩は，ほとんどが，かんらん石の仮像
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をしめす蛇紋石から構成されており，この間際に粒状のクロム鉄鉱が散点している。絹布

石は少量みとめられるものがある。これに対し，新冠川地域のものは，一般に，新鮮な単

斜輝石をたくさんふくんでおり，クロム鉄鉱粒はみとめられない。このような相違が，な

にを意味するものかは，今後の問題である。

なお，糠平山周辺の蛇紋岩近入帯の中には，ロジン岩がしばしばみとめられ，珪質の合

らんせん石岩や角閃岩などの転石も数おおくみられる。

III.4.11 粗粒輝緑岸 (Cd)

この図幅地域で，岩石が露出しているのは，まえに説明した蛇紋岩近入帯中か，あるい

はその近くである o 2-20m ほどの，幅の小さなレンズ状岩体をなしている。この輝禄岩

は，あきらかに粘仮岩の届理を貫ぬく岩脈を形成している。しかし，蛇紋岩よりは早期の

近入岩と考えられる。 暗緑色の粗粒の岩石で，これを顕微鏡下で観察すれば，つぎのよう

である。

ひじように粗粒の斜長石と単斜輝石が，サブオフィティック組織をしめして組合ってい

る。斜長右は， 0.3x2.0mm の長柱状のもののほか，内外の板状のものが，少量みとめら

れる。単斜輝石は，斜長石の間をうずめて発達しており，粒状のものから 0.5- 1. 0 mm

ほどの大きさのものまで，いろいろみとめられる。斜長石は内部まで，ほとんど緑泥石化

している。また，全般に微細な不透明鉱物が散在し，汚濁している。

III.5 地質構造是よび地史

III.5.1 地質構造

この図幅にふくまれる地域は，日高変成帯と神居古樟構造千 ijz とにはさまれている c すな

わち，ここは日本における第三紀の造山運動，日高造山運動によって形成された地質構造

をしめすとみてよい c

この地域は構造的に，つぎのように分けることができる。それぞれの帯は，摺曲，勇断

の形式のみならず，そこに発達する火成岩類にも独特な性質がある 3

神居古揮構造帯

日高西縁構造帯

日高前縁摺曲帯

日高変成帯

自主系向斜帯

神居古 j章構造帯

この構造帯は，凶幅の西端を南北に走っている c ここを構成する地層群の層位的位置づ
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L 衝上的

]構造線
え衝上断層 \断層 \E 昔話

第 21 図構
、左と

1日 図

A: 神居古河構造帯 B: 白望系向斜帯 c: 日 i白J 西禄構造帯

D: 日高前緑摺曲帯 E: 日高変成品;

けは，まだ完全ではないと

しかし現在の形態からみると，帯の北部，糠平山周校日高民国群は，北に聞いたベイズ

シを形成している c これらは両側および南部において，蛇紋岩で貫ぬかれており，四周と

の連続関係は断たれている。この日高累)首群は岩質の上で，岩清水屑の下部!員に当る可能

性が大きい。もし，この推定が正しいとすれば，額平川以南に分布する輝結凝灰岩よりな

る岩清水層，さらにその南方での白主系の発達と照らしあわせると，糠平山を核とする細

長いドーム状の構造が考えられる c しかし，現在観察される範囲では，糠平山の核はむし

ろベーズシ状の構造をしめしている c このような相反する構造は，当初からのものではな

く，遅れて形成された勇断および断層運動に関連し，蛇紋岩の近入時期に生じたものであ
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ろう。

牢

白霊系向斜帯

白望系は，構造的に 1 つの大きな向斜をしめしている。その向斜の両側は，神居古揮帯

および日高西縁構造帯との境界で，断層また勇断されてはいるが，全体としては複向斜構

造をなしている。白望系は構造的に 2 つの部分に分けることができる。主要な部分は，な

がく南北に帯状分布をしめす帯である。ここは向斜の両翼が急立あるいは逆転し，いちじ

るしく圧縮されている傾向がある c この帯状部分の摺曲は，地層の分布域の方向と平行に

形成され，摺曲軸は南北走向をとっている。層相，層厚は摺曲の両翼部で異なっている。

一般に東に厚く西に薄い傾向があり，堆積物の粒度は東に粗，西に細いものである。

白望系の他の部分は，自主系向斜の主帯より酉にはりだしたところである。ここは南北

走向の断層で，主帯より断絶されている。堆積物の性状は向斜の西翼部分のものに近い。

しかし特異なのは，その摺曲構造である。摺曲は南に急に傾斜する摺曲軸をもっ扇状摺

曲の形態をしめしている。

白望系向斜帯は，上述のほか，東西に走る平行した断層によって，たち切られている。

これらの断層により切られている，それぞれの部分についてみれば，下部層は北に，上部

層は南部に分布している。これは， 1 つには，神居古湾構造の構造と同じように，北部ほ

ど上昇の傾向のあることをあらわすものである。

日高西縁構造帯

日高西縁構造帯は，前にのべた白望系向斜帯のすぐ東側に，南北に走る帯である。

乙の構造帯は輝緑岩のいちじるしい近入によって特徴づけられている。この輝緑岩は複

合近入体をつくり，その岩体の北端はこの図幅の北隣する千呂露図幅地域にあり，南端は

南に接するイドシナザプ図幅を通り，神威岳図幅に達する延長約 60km に達するいちじ

るしいものである。

この輝総岩の近入位置は，白望系の向斜千!¥との境界の街上的運動のはたらいた地帯にあ

たっており，輝緑岩自体も白望系の上に，衝上しているのである。

日高前縁摺曲帯

前段摺曲帯とは，輝緑岩床で特徴づけられている日高西縁構造帯と，変成帯との問に発

達する日高累層群の複雑な摺由帯である。

この地域の構造は，まだ充分に解析されてはおらないが，一般に東に急傾する，いちじ

ヰ この地域の白望系のくわしい構造については小山内照，松下勝秀: (1961) 北海道地下

資源調査所報告 25 号を参照されたい。
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るしく圧縮された摺曲構造がみとめられる。

それらの走向・傾斜と大体一致して，かなり大規模な勇断帯や断層が発達している。

そのうち，とくにいちじるしいものは，図幅の南半部に存在する c ここでは勇断帯や断

層は，平行した輝緑岩床群，蛇紋岩レンズ群あるいは片状岩帯としてみとめられる c これ

らは雁行し，あるいは収れんして，構造的に異なった単位部分をし，，くつもっくり上げてい

るらしい。

変成帯の構造

変成帯の構造は，大別して 3 つにわけることができる。

その 1 は変成帯の西側に発達する緑色角閃石角閃岩， ソ -i/ ェノレ石はんれい岩，かんら

ん岩および、緑色片岩質岩石の意味する単位構造である。

その 2 は変成帯の東側をしめる片府状はんれい岩のあらわす単位である。

その 3 は上記の東西 2 つの単位を分けるセプタおよびセプタ内部に発達してし)る褐色角

閃石角閃岩で代表される構造である。

これらのほかに，この図幅では大きな志味がしめされないが，東北端の片麻状花こう岩

体も 1 つの単元と考えられる。

すでにのべたように，この地域の塩基性岩の近入は，近入体の形態からあきらかなよう

に，特定の地帯の街上的運動[こ関連して l' る。

すなわち褐色角閃石角閃岩は，これを南に追跡すると，神威1E凶幅，キ/ピチャリ川上流

域，楽古岳図幅にみられるように輝緑岩，はんれい岩の巨大な岩床の近入活動にむすびに

ついている。この近入は，裂か形成をあらわすものであり，同時に裂かの東側の地帯の上

昇あるいは衝上的運動傾向を反映していいるのである。

セプタの東側に発達する片府状はんれl)岩は，褐色角閃石角閃岩の活動に遅れて開始さ

れた大規模な近入運動をしめしているとこの岩石は，その組成，組織より判断されるよう

に，共運動的深成活動をあらわしている c 近入の中心は図幅の北部域より千呂露図幅域に

ある。グラニェライト様岩石より火成的構造の岩石へ漸移する点からみると，岩石の片麻

構造は固結の当初から附与されていたとみるべきである。片lt*状はんれい岩体内部へのセ

プタの挿入と，その東側にみられる多分に火成的はんれい岩の発達は，近入が運動の強烈

な西より，東へと次第に移行してゆく様子をあらわしてl) る。

セプタの西側に発達しているソーシェノレ石はんれい岩，片状角閃岩類の形成も，変成帯

西縁部での裂かの形成をあらわしている c これらの近入は，おそらくは一連の運動系列を

しめすものであろう c ソーシェーノレ石ほんれい岩，片状角閃岩は，そのなかにふくまれて
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いる，異なった単位の岩体である。

これら近入体は，同結後にいちじるしく差動をうけ，片状岩化している。この差動運動

は，塩基性岩類の角閃岩化をもたらせているが，変成条件は比較的に低温度をしめしてい

る。すなわち変成帯では，すでに中軸帯が片麻岩化あるいはミグマタイト化し，そこはあ

る程度固化しているのである。

いいかえれば，プセタ西側の片状岩類は，変成帯中軸部の西方への筒上的運動をしめすも

のになる。このような運動傾向は，後にいくつもの街上断層に収れんされた。すなわち，か

んらん岩床の道入はその 1 つのあらわれであり，変成帯西禄の衝上断層もその 1 つである。

以上を要するに，変成帯は形式と時期の点では異なってはいるが，数おおくの街上片の

畳重したもので，衝上運動の方向は，いずれも東より西にむかうものである。

とのような性格は，まえにのべたように，変成帯西方の各構造帯の性格と一致している。

なお，乙の図帽では，東より西へむかう衝上運動のほかに，変成帯内部では北方の単位

が，南へおしあがる要素をしめしている σ すなわち戸蔦別川流域より幌尻岳付近には，ほ

ほ東西ないし北西』一一南東走向の衝上断層が，南北走向の街上断層を横切って発達してい

る。これは片麻状はんれい岩体の中心部が，周縁部に比べて，より上昇する動きをあらわ

しているのである。この北高，南低の構造的傾向は，自主系あるいは神居古理帯での傾向

とまったく共通する点は，興味深いものである。

III.5.2 地史

この地域の地史は，日高変成帯の形成に密接に関連しているっ現在の知識では，変成帯

ば，白宅紀全期間をつうじて形成されつづけたとみられているだけで，それぞれの変成作

用や火成活動が，白皇紀の何時の時期に対応するかは，まだ明らかでないコしかし変成帯

形成の順序は，大体つぎのようである。この地域全体は，おそらく中生代の半ばより，ジ

ュラ紀にかけての地向斜であった。この地向斜堆積の後期には，いちじるしいスピライト

質岩類の火成活動が行なわれ，それにともなって輝緑凝灰岩も堆積したっジェラ紀の末期

あるいは白望紀の初期!には，日高変成帯を中心にして，変成作用や火成作用が始まったと

考えられる。片麻岩類が中軸に生じ，輝緑岩類が近入し，ひきつづく変成作用により角閃岩

イじしたのこれが褐色角閃石角閃岩である。ややおくれて，片麻状はんれい岩の大規模な近

入が行なわれた。ソ -V' ェノレ石はんれい岩および緑色角閃石片状角閃岩は， うえにのべた

ものより後期の近入岩と考えられる。この近入活動は，変成帯の中軸部が，おおむね同化

した後のものであろうのこれらの近入体は，中軸部のいちじるしい街上的隆起によって片

状化しているっ街上断層も形成され，そのあるものは，かんらん岩床を導いている。変成
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帯西縁が，いくつもの街上片の集合となっているのは上記の運動の反映である。片麻状は

んれい岩の東側には，このはんれい岩を貫ぬいて花こう岩が近入しているっ酸性岩類の近

入ほ変成帯の形成史の後期の出来ごとである c

一方，変成帯の西側の地域では，変成帯の形成運動に直接に関連しているとみられるも

のは，南北方向の街上的構造線，輝緑岩，蛇紋岩床の発達である。それらは，堆積岩のは

げしい摺出iにおくれて生じたものであるが，変成帯西縁の衝上断層(挟;立の)以前のもの

であることは，あきらかである。陳平山を中心とする地域の構造からみれば，白望系の堆

積時には，すでに構造運動が進捗しており，白望系堆積後のつよい摺曲運動が，これに重

複しているっこの地域の蛇紋岩の泣入は，自主系摺曲後となるが，近入をともなった構造

運動は白宝系堆積後期に，すでにあらわれていたであろう。この地域の最末期の構造運動

は EW 性の断層によって代表されているつ

IV 応用地質

この図幅地域は，従来，交通の便がひじように悪心地形も急II反で鉱物探査は充分に行

なわれていないっしかし現在までにクロム鉄鉱床，チタン鉄鉱床および石灰石鉱床などが

知られている。

IV.l クロム鉄鉱床 (Cr)

クロム鉄鉱山は，図幅の北西部，つまり，神居 i!; 理構造帯に分布している蛇紋岩に佐胎

しているつ日高前縁摺曲帯中の蛇紋岩には， j2: 石 lまみとめられないコ

八回糠平鉱山

この鉱山は，昭和 30 年以来，八田鉱業株式会社によって探鉱が行なわれ， 11 カ所の鉱

床露頭が発見されているが，現在は休山している。これまでに，約 200 トンほど出鉱され

ている。

鉱床は，領平川の支流，パンケユクルペネ/ュペ沢の上流地域にあり，さらに，その北部

の蛇紋岩休中にも，小規模の鉱体がみとめられる。この鉱山への交通の便は，きわめて悪

I"J0 ここには，千日露川側カ〉ら額平川へ越える林内歩道をへて行くか，あるいは額平川ぞ

この地域のクローム鉄鉱床については，すでに斎藤昌之・鈴木守( 1959) によって報告

されているご本文においては，その概要をのべるにとどめておく c
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いのトラヅク道路の，パシケユクノレペシェペ沢，額平川の合流点より，まえにのべた林内

歩道に入るかの，いずれかである。

鉱床

クロム鉄鉱床の露頭は 11 カ所みられるが，主要なものは 6 カ所である。これらは， 1 号

-7 号鉱床とよばれている。各鉱床は，すべて蛇紋岩に発達する節理系に規制されて発達

している c 鉱床に関係する蛇紋岩体の節理系としては，岩体の延びにほぼ平行な NS 系の

ものおよび N40ー_60ー E 系のものがみとめられる。鉱体は，これらの節理の聞に旺胎し

ており，幅 20cm から 50cm ほどのもので，膨縮がいちじるしい c これが鉱体の原形と

考えられる。母岩の蛇紋岩は，構造運動の影響をつよくうけて片状化がいちじるしい。そ

のために，鉱床も 2 次的に変位変形をうけている。

鉱石には，塊状鉱と斑状鉱(メザチャ鉱)がみとめられる。塊状鉱は，一般に， Cr203

が 50 ，9';前後の高品位鉱である。

この地域の鉱床は，すべて小規模のものであり，大規模な鉱床が発達している可能性は

すくないと推察される。しかし，今後の探査いかんによっては，小規模の新鉱床が数おお

く発見される可能性はある。

これらの鉱床のほかに，この地域には，かなり多量のクロム鉄鉱の流鉱がみとめられる。

糠平鉱山(大臣坑，神慶坑)

との鉱山は，昭和 11 年から昭和 20 年にかけて，稼行された。しかし鉱床の主体は，隣

接岩知志図幅地域内に存在しており，この図幅地域には，ぺシケハユシエナラ川流域の神

慶鉱床と，その東側の大臣鉱床などがみられるていどである。

乙の鉱床位置までは，額平川本流ぞいに開さくされているトラザク道路から歩道が通じ

ていた。しかし現在では，歩道は荒廃し通過できない。

鉱床の形態や鉱石の性質など，現在ではほとんど不明である c 鉱床の規模は，おそらく

小さいものであったろうと推定される。しかし，ここも，まえにのべたように今後の探鉱

次第によっては，新鉱床を発見することができるであろう。

*IV.2 チタン鉄鉱床 (II)

チタシ鉄鉱鉱床は千呂蕗川本流，海抜 900 m 付近にあって，賦存する範囲は本流沿い

に約 500m にわたっている。

牢 このチタン鉄鉱床については，橋本誠二，番場猛夫，五十嵐昭明 (1957) によって詐し

い報告が，すでに行なわれている。 ω
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チタシ鉄鉱はソーシュノレ石はんれい岩にともなわれるはんれl)岩ぺグマタイト岩脈に旺

胎している。ぺグマタイトのあるものは，母岩とともに変成し角閃岩化している。

ペグマタイト岩脈の脈幅はせま l) もので，普通は 30~10cm 程度で，それらの分布す

る範囲も本流沿いに限定されているようである。

チタン鉄鉱はペグマタイトの斜長石，異はく石の結品問をうずめ，交代的に拡がってい

る。変成した部分では片理にそって鉱石は散点し，テタナイトを形成し，品位は劣悪とな

る c もっとも高品位部分ではつぎのようである c

Ti02 21.89

9.59

28.60

Fe 22.90

16.29

25.14

Cr203 0.403

0.425

1.033

地質調査所北海道支所伊藤聡分析

この鉱床はクローム含有がおおいうえに，賦存範囲が限定されているために，あまり期

待できない。

IV.3 石灰石鉱床

この地域のイドンナヅプ層中には，石灰岩層が数おおく分布している。しかし石灰石鉱

床として稼行の対象となるようなものは，南部の新冠川流域に分布すするものに限られ

*る c 新冠川流域に発達している鉱床は，南北 2 つの鉱体からなりたっている。南の鉱体

は，新冠川本流に面して宣言出し，両岸に高さ約 300m ほと、の崖をつくって観察される。

鉱体は， NNW-SSE の走向， 40o~60~ W の傾斜で，屑厚はおよそ 300m 内外であ

る。北部の鉱体は，幅約 200m ほどで，走向方向での延長は NS に 600m ほどであると

背斜構造をしめしていると考えられるつこれらの鉱体を，南から北へ，第 1，第 2，第 3 鉱

体にわけで鉱量を算出すれば，つぎのようである

第 1 鉱体……約 800 万 ton

第 2 鉱体……約 5 ， 400 万 ton

第 3 鉱体…・・・約 2 ， 000 万 ton

(鉱量の算定は稜体公式を用いた。等高線間隔は 50m にとり，石氏石の比重は

市 この石灰石鉱床は，イドンナップ図幅調査のときに発見したもので，その詳しい報告

は別途に行なわれである c

鈴木守他 (1961) :新冠石灰石鉱床調査報告，特殊地帯 20)

中中 南の鉱体は，新冠川本流によって断ち切られているので，その南のものを第 1 鉱体，

北のものを第 2 鉱体として取扱った。
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2.7，可採率は 60%にみである。)

これらの鉱体を構成している石炭石は，かなり良質であり，セメシト原料として充分に

利用できるものである。鉱体の品位図は，まだ作成されておらないので，鉱量の確認と，

品位図の作成のためには精査を行なう必要がある。
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Resume

TheregionundersurveybelongstonorthernHidakaRange, Alpine

orogenicmountainsstrikingnorthwardthroughthecentral part of

Hokkaid6.

Tectonically, theareaisdividedintothefollowingfivelongitudinal

structuralzonesfromwesttoeast.

1) TheKamuikotanzone

2) TheCretaceoussynclinalzone

3) ThewesternmostHidakazone

4) ThefrontalfoldedHidakazone

5) TheHidakametamorphiczone

1) TheKamuikotanzone

TheKamuikotanzoneischaracterizedbyenormousoccurrenceof

serpentiniteanddiabasicsheetswhichweredisplacedalongtheweakestι

linesofstructure.

Oldestsedimentaryrockinthiszone, probablyJurassicorolderin

age, cropsoutmakingthecoreofanelongateddomeandforming

sequencesmainlyof sandstone, blackslateandchert intercalating
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layersofpillowlava.

Thesouthernflankofthedomeconsistsofaverythickschalstein

formationinwhichaggIomeraticlayersandextrusivepillowlavasare

combinatedwithsandstoneandslate. ThisiscalledtheIwashimizu

formation;probablyitisupperJurassicinage.

Asaresultofastrongorogenicmovement, almosteverytraceof

stratificationhasbeenlostanditisverydi 伍cult tomakethestructure

clear.

Theuppermostpartofthemantleofthedomedevelopinginthe

south-westerncornerofthemap, correspondstothefoldedCretaceous

inwhichtheaxisoffoldingpitchestowardsthesouth.

Throughoutthewholearea, theKamuikotanzoneisalmostvertiｭ

callyupliftedtothezoneofCretaceoustobenextdescribed.

2) TheCretaceoussynclinalzone

AnarrowzoneofCretaceoussedimentwhichismadeupofsandｭ

stone, shaleandconglomerate, occursintheformofaneast-dipping

synclinol ・ium ， betweentheupliftedKamiukotanand Hidaka zones.

Although, nodirectrelationshipisobservedbecauseof faulting, the

Cretaceousformationisin general, separatedfromthebasementby

uncomformity. TheCretaceousformationinwhichsomeuncomformity

isfoundinthemiddlepart, belongstotheSenoniantoAptian age,

onthebasisofItsfossilcontent.

3) ThewesternmostHidakazone

ThewesternmostHidakazone forms a characteristic tectonic

zonewhichismadeupofanextensivesheetof diabase, upthrusted

upontheCretaceoussynclinefromthewestside.

Thislongitudinaldiabase'intrusionischaracteristicsofaregion

wherethedifferentialverticalmovementsbetweentwodi 任erent strucｭ

turalunits, hastakenplace. Thediabaseintrudedinthepresent

zoneshowsavarietyoffacies.

Mediumtofine-graineddiabaseoccursincomparativelygreater

quantity, whileprotocrushedoragglomeraticfacieshavebeenfound

insomeplaceswhichareindicativeofaconcomitantmovementduring

theintrusivephase.
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4) ThefrontalfoldedHidakazone

Thewidezoneof the Hidakasuper-group which is calledthe

“ Idonnappu" formationinthisarea, occursjusttotheeastsideof

theabovediabasesheet.

Itiscomposedofaseriesofintenselyfoldedandfaultedblack

slate, sandstoneandchert. Subordinatelayersof schalstein, pillow

lavaandlimestonearealsoobserved.

Nofossilshavebeenfound;however , itisthoughtthattheforｭ

mationisolderthanCretaceous, mostlikelyJurassicinage.

Ingeneral, thefoldingisisoclinalanddipstotheeast. There

areseveralupthrustsofminorscalewithaccompanyingintrusionsof

serpentiniteanddiabase.

Thiszoneis, asa whole, upthrustedupon the Cretaceous, the

boundaryofwhichcomprisesthesiteofthelongitudinalintrusion

oftheabove-mentioneddiabase.

5) TheHidakametamorphiczone

TheHidakametamorphiczone, whichismadeupofaseriesof

ultrabasic, basictoacidicplutonicrocksandsubordinateamountsof

thegneisses , occupiestheeasternpartofthemap.

Theplutonicmassofthisregionrepresentsthesouth-easternend

ofthehugeplutonicbodyca]Jedthe“ Poroshiri-dake plutoniccomplex"

extendinginawidebelt60kmlongand15kmwide. Thisplutonic

massisseparatedintotwoorthreepartsbyaswarmofnarrowgneiss

beltswhtchisaremnatofthegneissoftheoriginalaxialzoneinto

whichthePoroshiri-dakemagmaintruded.

Theswarmofnarrowgneissbeltsorthe“ septa" arecomposed

chiefly of garnet-biotite-gneiss and hornblende-biotite-gneiss being

characterizedbyadevelopmentofporphyroblasticplagioclaseorhornｭ

blende. Thegneissesnearthegabbrocontactaremoreorlessinfluenced

bybasicmaterialand areconverted into hypersthene-biotite-gneiss

andgarnet-cordierite-biotite-gneiss.

Withinthegneissbelt, anumberofconcordantamphibolitesheets

havebeenfound , themostofwhichhavesu 首位 ed metamorphicand

some were completely converted into biotite-hornblende-gneiss. In
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someplaces, relictictextureandmineralsofdiabaseorgabbrohave

beendetected. Itisobviousthattheamphiboliteswereformed , at

least, priortosomephaseofmetamorphism. Butatpresent, verylittle

isknownaboutthemutualtimerelationshipsbetweenthemigmatitic

phasesandthoseofintrusions.

Thelargebodyofbasicrocksoccurringintheeastsideofthesepta

hasastronggneissosefoliationandalternationsofmaficbandsand

felsicbands. Itis, therefore, namedgneissosegabbroinwhichthree

typesarenotable.

Schistosegabbro

Gneissoseolivinegabbro

Gneissosenorite

Theschistosegabbrooccursintheboundarypartofthegneissose

gabbromassasconcordantlyintercalatednarrowlayersofbrecciated

bands. Ithasthesameconstituentsasthatoftheamphiboliteviz. ,

brownhornblendeandplagioclase. Notraceofbiotitizationnormi

gmatitizationhasbeenfound , buthypersthenizationofhornblendeor

noritizationisrathercommon. Theshistosegabbromaybederived

fromthediabasicfore-runnerofthemainintrusion.

Thegneissoseolivinegabbroconsistsofolivine, diaI1ageandbasic

plagioclase;itoccupiesthecentralpartoftheplutonicbodywidening

itsareatothnorth. Atthemarginal partsoftheolivine gabbro,

rhombic pyroxene enters , whereas theamountofolivinedecreases

anditgraduallypassesintothegneissosenorite.

Thegneissosestructureisbetterdevelopedinthenoritethanin

theolivinegabbbro. Linearorplanarorienteddarkmineralsare

characteristics.

A seriesofthebasicrockswhichoccurinthewestsideofthe

septahasapronouncedschistosity. Fourtypesoftheserockhave

beenobserved.

Saussuritegabbro

Schistoseamphibolite

Greenschisticrock

Peridotite
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Thesaussuritegabbroisderivedfromthecoarse-grainedmassive

olivinegabbrowhichissometimesfoundtobeenclosedintheformer.

Theamphibolitelayersofvariablewidthdevelopeveryofteninthe

saurssuritegabbro. Theseamphibolitesareformedasaresultofa

deformationalmetamophismsuperposeduponthegabbro.

Theschistose amphiboliteconsistsprincipallyof aciculargreen

hornblendeandgranularplagioclase;itretainsnotracesoftheoriginal

rock. However, themostoftheschistoseamphiboliteispetrograpｭ

hicallyverylikethatderivedfromthesaussuritegabbro. Itbelongs

rathertoadi百erent unitoftherocktypeforthefollowingreasons:

1)narrowseptaofthegneissareoftenfoundbetweenthetwotypes

ofrocks , 2)inthenorthandinthesouth, thebodiesofthetworocks

whichlaycloselysidebysideinthismappedarea, areseparatedinto

mdependentbodies.

Thegreenschisticrockalwaysoccursalongthegreatthrustfault

whichseparatestheHidakametamorphiczonefromthefrontalfolded

Hidakazone. Therockismyloniticintextureandcertainlywas

derivedfromtheschistoseampibolitehavingbeencrushedduringthe

thrusting.

Thesheetsofperidotitearewelldevelopedintheterrainofthe

schistoserockseries. Theultrabasitebelongingtothemetamorphic

zoneisquitefreefromserpentinizationandentirelydifferentfrom

theonethatoccurredintheKamuikotanorthefrontalfoldedHidaka

zone. Structurally, itisconsiderablesignificantthattheperidotite

isintrudedalongthelineofweaknesswherethethrustinghadtaken

place.

Thegranite

A partofgranitebodyisexposedinthenorth-easternpartofthe

map. ltisbiotitegraniteandhasastrongfoliation. Intercalation

ofthecordierite-biotite-gneissiscommonin the eastern part. The

gneissicbandingis confusedby secondary steep foliation obliquly

truncating, alongwhichgraniticbandingoccurs. A gradationfrom

gneissintograniteisverycommonlyobserved.

Oredeposits
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Chromite, ilumeniteandlimestonearechieforedepositsofthe

regIOn.

Thechromiteoreintheserpentinitehasoncebeenworkedin

anumberofsmallmineswhichhavabeenclosed.

TheilumeniteoreisfoundinthedrainagebasinoftheriverChiroro.

Itaccompaniesthegabbropegmatiteinthesaussuritegabbro, however,

thepoorqualityandquantitypreventitsbeingworked.

SomelayersoflimestoneexposedinthebasinoftheriverNiikappu,

aresuitableforPortlandcementmaterials.
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